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北
原
敦
教
授
の
こ
退
官
に
あ
た
っ
て

西
洋
史
学
講
座
　
栗
生
沢
　
猛
　
夫

北原敦教授のこ退官にあたって

　
北
原
敦
教
授
は
本
年
三
月
を
も
っ
て
退
官
さ
れ
る
。
先
生
は
一
九
七
二
年
に
本

学
に
赴
任
さ
れ
、
二
十
九
年
間
文
学
部
西
洋
史
学
講
座
助
教
授
、
教
授
（
一
九
九

五
年
忌
ら
歴
史
文
化
論
講
座
教
授
）
と
し
て
勤
め
ら
れ
た
。
先
生
の
ご
経
歴
、
業

績
は
以
下
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
が
、
先
生
は
本
学
赴
任
以
前
か
ら
『
思
想
』
に

論
文
を
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
華
々
し
い
活
躍
を
な
さ
れ
て
い
た
。
赴
任
さ
れ
て
後

も
先
生
は
従
来
の
歴
史
学
に
た
い
す
る
そ
の
批
判
的
な
態
度
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

院
生
、
学
生
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
広
い
視
野
、
柔

軟
な
発
想
、
人
間
に
た
い
す
る
深
い
理
解
、
歴
史
学
研
究
の
動
向
へ
の
強
い
関
心
、

新
し
い
時
代
に
お
け
る
旧
き
も
の
へ
の
ま
な
ざ
し
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
へ
の
愛
着
、

先
生
を
特
徴
づ
け
る
も
の
を
、
失
礼
を
顧
み
ず
こ
う
表
現
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

そ
れ
も
そ
れ
ほ
ど
的
外
れ
で
は
な
い
と
思
う
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
先
生
は
と
き

に
私
た
ち
の
考
え
方
を
根
本
か
ら
揺
す
ぶ
り
、
全
く
新
た
に
自
分
の
見
解
を
組
み

立
て
直
す
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
先
生
は
多
く
の
学
生
、
院
生
を
育

て
ら
れ
た
が
、
そ
の
教
育
の
仕
方
は
通
常
の
「
教
師
」
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
い
た
。

先
生
は
学
生
と
親
し
く
接
す
る
こ
と
を
好
ま
れ
た
け
れ
ど
も
、
究
極
的
に
は
突
き

放
し
て
自
分
で
考
え
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
、
そ
う
い
う
教
育
で
あ
っ
た
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
多
く
の
者
が
自
立
的
な
人
間
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
号
は
北
原
先
生
に
捧
げ
ら
れ
る
。
先
生
か
ら
も
こ
論
考
を
頂
い
た
が
、
そ
の

他
の
寄
稿
の
内
容
が
記
念
論
集
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
。
寄
稿
者
は
そ
れ
な
り
に
努
力
し
た
こ
と
を
も
っ
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く

し
か
な
い
。
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、
合
わ
せ
て
今
後
の
ご
活
躍

と
ご
健
康
を
祈
念
し
て
簡
単
な
送
別
の
辞
と
し
た
い
。
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北
原
敦
教
擾
経
歴

一
九
三
七
年
十
一
月
二
十
五
日
　
東
京
都
世
田
谷
区
に
生
ま
れ
る

一
九
五
六
年
三
月

一
九
五
七
年
四
月

一
九
六
一
年
三
月

一
九
六
一
年
四
月

一
九
六
四
年
三
月

一
九
六
四
年
四
月

埼
玉
県
立
浦
和
高
等
学
校
卒
業

東
京
大
学
教
養
学
部
入
学

東
京
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
科
卒
業

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
西
洋
史
学
専
門
課
程
修

士
課
程
入
学

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
西
洋
史
学
専
門
課
程
修

士
課
程
修
了

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
西
洋
史
学
専
門
課
程
博

士
課
程
入
学

　
（
一
九
六
四
年
十
一
月
～
一
九
六
七
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
歴
史
研
究
所
奨
学
生
と
し
て
イ
タ
リ
ア
留
学
）

一
九
六
八
年
三
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
西
洋
史
学
専
門
課
程
博

　
　
　
　
　
　
　
士
課
程
退
学

一
九
六
八
年
四
月

一
九
七
二
年
四
月

一
九
九
一
年
四
月

一
九
九
五
年
圏
月

一
九
九
六
年
二
月

一
九
九
八
年
四
月

東
京
大
学
文
学
部
（
西
洋
史
学
科
）
助
手

北
海
道
大
学
文
学
部
助
教
授
（
史
学
科
西
洋
史
学
第
二
講
座
）

北
海
道
大
学
文
学
部
教
授
（
西
洋
史
学
第
一
講
座
）

北
海
道
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
論
講
座
教
授

北
海
道
大
学
評
議
員
（
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

北
海
道
大
学
文
学
部
長
（
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
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